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1)朋松苑の概要
同苑は ､ 船橋市が平成 14年 6 月 に設置し､ 社会福祉法人美香会 が運営して い る
公設民営の特別養護老人ホ ー ム(介護老人福祉施設)で ある｡
同苑の 収容可能 人数は 12 0名 であり､ 通常の 入所利用者は 100名 を目途 にし､ シ ョ
ー トステイの 枠として 20名を確保してい る｡ 利用者の 年齢 ･ 性別 は ､ 平成 16年度の 年
央で みると 75歳から 95歳までがほとんどであるが ､ 100歳を超えた利 用者もおり､ 平
均年齢は男性 79.2歳 ､ 女性 87.0歳 ､ 全体の 平均で 84.9歳となっ てい る｡ 性別 では ､
男性 が 28人 ､ 女 性が 7 5人 ､ 合計 103人 で 半数以上が女性 である｡ さらに ､ 要介護認
定の 状況は ､ 103名中 ､ 要介護1が1名 ､ 2 が 14名 ､ 3が 20名 ､ 4が 37名 ､ 5が 31名
で ある｡ 平均介護度は 3.81とかなり高い施設 で ある｡ これは ､ 船橋市内 の特別養護老
人ホ ー ム の 供給が足りず ､ 要介護度の高い利用者から入所して い るた め である｡
特別養護老人ホ ー ム朋 松苑の 施設 は ､ 3階建で ､ 2階と3階が入 所者の 居住ス ペ ー
スとなっ ており､ 2 階 ･3 階そ れぞれ 2 ユ ニ ットず つ の 計 4 グル ー プに分かれ て いる｡ 2
階 は比較的自立した方 ､ つ まり 一 人 で歩行 ､ あるい は車椅子や歩行器 で行動 ･活動 で
きる利用者 の 居室や食堂などの 生活 の 場 がある. 3階は認知 症(い わゆる痴呆)の 重
度 ､ あるい は寝たきりで ､ か なりの 介護を必要とする利用者 の 居室や食堂などの 生活
の 場となっ て い る｡
2)朋松苑の職員の体制と医療サ ー ビ ス体制
朋松苑 では ､ 介護職員は 46名 が ロ ー テ ー シ ョンで 一 日約 24名が 日 々 介護にあた っ
てい る｡ 夜勤で は ､ 4名 が介護 にあたり､ 1名が宿直として いる｡
朋 松苑の 施設職員は施設長 ､ 副施設長 ､ 生活相談員､ 管理栄養士 ､ 事務員 ､ 介護
職員 ､ 嘱託 医 ､ 調理員 ､ 機能訓練指導員､ 介護支援専門員 ､ 運転手 ､ 宿直員で構成
されて いる｡
嘱託 医は轟週 の診察等のために来所するほ か ､ 常勤の 看護師が2 名 の ほか非常勤
が 3 名おり､ 日常の 入 所者の 健康ア セ スメントや看護 ･投薬指導等を行 っ てい る｡
嘱託 医である内科医の ほか ､ 精神科医 ､ 皮膚科医､ 歯科 医が毎 週もしくは 隔週 で
往診に来てい る｡ 歯科衛生士 は ､ 歯科 医が治療を行う日とは別の 日 に来て ､ 入所者に
ブラッシ ングの 指導などを行 っ て いる｡ また ､ 入所する前に通 っ て いた医療機関を希望
する場合は ､ その 医療機関に連れ て行くこともあるが ､ 基本的には往診 に来る医師に
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みてもらうようにして いる｡
前述 のように平均要介護度は 3.8 と高く､ 居宅 での 介護が 困難になっ た場合にこの
施設 が利用され て い ると考えられる｡ 施設を退 所する理 由として は ､ 長期の 病院 - の
入 院や 亡くなられた場合がある｡ 在宅復帰される人数は少ないもの の ､ 施設 内に は 2
階に機能訓練コ ー ナ ー というリハ ビリ場のような場所も設 けられて おり少しでも機能改
善もしくは機能維持しようとして いる｡
3)朋松苑にお ける口腔 ケア
(1)口腔ケア導入 の 経緯
同苑にお い ては ､ 同苑を運営する社会福祉法人 ･美香会の 他の 特別養護老人ホ ー
ム で の ､ 歯科 医療サ ー ビ スや 口腔ケア による臭い の 低下 ､ あるい は突発 性の 発熱の減
少という成果と口腔ケア の 実践成功例を踏まえて ､ 施設 の 開設時点でからの積極的導
入 を考えて いた｡ そ のため ､ 開設前の 職員研修 の 折 に､ およそ3時 間をとっ て ､ 口腔ケ
ア の 意味 ･ 意義の 講義および相 互 実習を含めた基本的な手技 の 実習を行 っ た｡ 同苑
で は ､ 新規開設ということで ､ 介護職員の 平均 年齢 ･ 経験年数も低く学生時代 の 基本
的な部分の延長という観が ぬぐえない 実習であっ た｡
(2)日常の 口腔ケア の手順
利用者に対する食事介護は ､ 個人の 摂食 ･ 噴下状況別 に細かく分 けられ ､ 食事 の
献立は 一 緒で あるが ､ 食形 態を､ 普通食から刻みの 程度を変えて ､ さらに場合によっ
ては 柿下障害をもっ て いる利用者のためのとろみ剤入りまで調整しており､ 7 種類ほど
用意されている｡ その ため ､ 食事は各個人の食形態を指示した名札が つ い て い る｡
特 に ､ 介護度の 高 い人 の いる 3 階は ､ 自分 で 口 に食事を持 っ て いくことができない
利用者も多く､ スタッフが 一 回 一 回 ､ 利用者の 岨噂 ･ 喋下可能な量をスプ ー ンなどで与
え ており､ かなりの 業務量となっ て いる｡ 各階の 食堂には約 50人の 利用者がいて ､ そ
こにスタッフ が 10人強しか いないため ､ 非常に忙しい 状況である｡
口腔ケア に つ い てみると､ 自分自身 で 口腔ケアを満足 に出来る利用者はおらず､ ほ
とんどが介助を要する状況 で あっ た｡ 特 に要介護度 3 以上の 方は ほぼ全介助で ､ 介
護職員の業務量としては大きなものとなっ た｡ 同苑で は ､ 昼食後および夕食後の 2 回
に 口腔ケアを行っ て いる｡ 担 当職員は ､ それぞれの 食事 の援助をした職員の中から､
3名程度が直接の 実施 にあたっ て い る｡ ほとんどの利用者が自己歩行が できない た
め ､ 車椅子 の 移動 が原則 で あり､ その ため車椅子を使用して の 洗 口や歯みがきが行
いやすいように設計された洗面台が'3器 ､ 食堂の 一 角に設置されており､ ここで実施し
て い る｡ シ ステ ム的には ､ 食事が終わ っ た利用者から順次 ､ この ス ペ ー ス - 車椅子を
移動させ ､ 口腔ケアを行い ､ 終了した利用者は居室 - もどす形 で 実施して いる｡
4)口腔ケア の 状況に つ いて
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介護ス タッ フ は ､ かなりの努力をして 口腔ケ アをして いると思われる｡ しかし､ 歯科衛
生 士学校の学生ら(一 昨年 は ､ 口腔 ケア の 見学 ･ 補助実習として ､ 筆者が校長を務め
る日本大学歯学部附属歯科衛生専門学校生 の 実習場所としてお願 い した)の 意見を
要約すると､ ｢口腔ケアをもう少 し丁寧にして欲しか っ た+ということになる｡ しか し､ 介護
職種は ､ 養成課程 で 口 腔ケアに つ いて は ほとんど教育されることな い ｡ また ､ たとえば
口腔ケア の 手技 を教授されたとしても､ 口 腔ケア の 本質的な意義や意味 に つ い て教
授されたことが無 い であろうし､ 口腔状況 の バリエ ー シ ョ ンに つ い て は想像できな い ほ
ど多様性がある( 介護福祉士 の 養成用 の教本に 口 腔ケア が入 っ たの は ､ 養成開始後
数年立 っ て からで あり､ しかも教授して いる教員自身が ､ 口 腔ケア に つ いて の学説も含
め ､ 正 規の 教育や研究をして いな い者がほとん どで あるの が現状 である)｡ 口腔 保健
の 専門教育を受けてきた者には ､ 極めて不満 のある状況 であっ た であろう｡ しか し､ 介
護職種が 口腔ケアを実施してきたが ､ この 部分に つ い ての 報酬 は ､ どのようであっ たで
あろうか ｡ 少なくとも､ ｢介護職種が 口腔ケアをしても､ 介護保険で は報酬が無 い ､ また
口腔ケア の 意義に つ い て十分に知 識を持 っ て いない+とい っ た状況下では ､ 口腔ケア
はよく実 施され て い ると考えられる｡ 細 かな分析 は行 っ て い ない が ､ 同苑の 入所者 の
発熱頻度は ､ 要介護度の高い割には ､ 通 常の 報告より高くなく)､ これ の 一 因に 口腔ケ
ア が役立 っ て い るの では ない かと思われる｡ また ､ 居室 で は 糞尿と口 臭がするの が 通
例 であるが ､ 同苑 の 居室 で は ､ どの 部屋 を歩 いても臭いも弱く､ 口 臭由来と思われ る
臭い はなく多少 の臭い は糞便系 のもので あっ た｡ こうい っ たものも口 腔ケア の成果と思
われる(小林 20 04)0
5)口腔ケア の 今後と課題
口腔ケア が要介護予防として注目され ､ 平成 18年度から介護保険の 対象になろう
としている｡ これ は ､ 介護保険制度下で ､ さまざまな介護サ ー ビ ス が 提供され てきたも
の の ､ 口腔領域の介護に つ い ては ､ とりわけ｢これだ+と言 えるのもが導入されずに ､ 病
態の安定して い る慢性疾患に おける医療から介護に つ なが っ て いく形で の｢居宅療養
管理+として の 口 腔ケアしかなか っ た｡ しかし､ 介護は 日常行われるもの であり､ 日々 の
生活支援 であると考えると不思議な状況で あっ た. 一 方 ､ 歯科診療所が 口腔ケアをど
の 程度行っ て いるか に つ い ての 調査を 802 0推進財団が 行 っ たが ､ 2 0%の歯科診療
所が 80%の 口腔 ケア を行 っ てい るというもの であり､ 口腔ケアの 提供状況も偏 っ て いる
(8020推進財団 2004)が ､ この あたりも解消する必要があろう｡
わが国の 施設 で 行われたもの で ､ 海外にも知られて いる研究 には ､ このようのものも
ある｡ 口腔ケアを実施したグル ー プとそうでな いグル ー プ の 間 の介入研究 では ､ 当然
口腔内の黄色ブドウ球菌(イヒ膿細菌の代表的なもの)の レ ベ ル が大きな差をもっ て低
下し､ さらに ､ 過 去 1 年 間の発熱状況も減少したことが報告されて いる｡ 前述したよう
に ､ 経験的に有効性を知 っ て いる施設もかなりあり､ ある程度は前向きに実施してきて
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いる｡
しかし､ 介護福祉 士 の養成や - ル パ ー の養成の 中でしっ かりとした 口腔ケア に つ い
て の 教育体系が組まれて おらず､ これ は歯科領域の歯科医師 ･歯科衛生士教育でも
同様で あり､ この あたりから問題 がある｡ 教育され て い ないもの が できるようにはならな
いし､ また､ 卒後の 教育でも積極的に行 っ て いく必要があろう｡ 幸い にして ､ 歯科衛生
士教育の 年限が 2 年から3 年 に延長されたこともあり､ また歯科医師の 臨床研修も 1
年以上が義務付けされたことにより､ 新規の教育の中に ､ 口腔ケアを積極的 に導入す
る基盤は できて いる｡
一 方 ､ 手技や意義に つ いて修得して い ても実際の現場 で の評価が伴わない 限り､
普及 はきびしいであろうo 一 番 大きな評価は ､ 口腔ケアを介護保険の給付対象の 一 般
的なサ ー ビス にして ､ 介護職員 の業務として取り入れるとともに ､ 対象者 の状況 により
高度な 口腔ケアに つ い て は ､ 看護職種 が通常行うような訪 問看護と同様に歯科衛生
士 が小まめ に 口腔ケアをすることができるような給付 システム をつくっ て いく必要もあろ
う｡
6)む すびにかえて
比較的 ､ 口腔ケアに? い て感心が高い新規に開設された特別養護老人ホ ー ム で ､
口腔 ケアを展開してきた｡ 同苑で は ､ 介護職種が忙しい食事援助業務の 中で 口腔ケ
ア が行 われて い るもの の ､ 十分なレ ベ ル の 口腔ケアをするには難しいようであっ た ｡ そ
して ､ 口腔ケアを行うことのより介護職員の業務量が増加してきて いる｡ しかし､ 口腔ケ
ア に つ い て は介護保険で の 給付 対象として ほとんど評価されて いない ｡ これは ､ 確 か
に要介護者の 全身状況 が改善されことは分っ て い るが ､ 直接的な経済評価はされて
いない ことで ある｡ また ､ 歯科関係者もあまり口腔ケア を行 っ てこなか っ たが ､ これ は歯
科領域の教育で ､ 口腔ケアを取り上げてこなか っ たことが上げられる0
今後 ､ 特別養護老人ホ ー ム での 口腔ケアの 拡充を図るため には ､ 口 腔ケアを介護
保険制度にしっ かりと取り入 れて ､ 経済的裏づ けを つ けて いく必 要があろう｡ あわ せ
て ､ 歯科領域で の教育に ､ 口腔ケアの取り入れを推進していく必要があろう｡
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